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れは、二千年後の現代でも色あせず、新鮮な光を放っ
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◦ 編 集 後 記 ◦

　当論集を発行してきた地域創造支援センターが令和４年３月をもって廃止され，同年４月にその機能
を継承した新センター（地域未来デザインセンター）が発足したことから，この『福島大学地域創造』
も新センターが所管することとなりました。今年度中に今後の編集方針等について議論し，確定する予
定ですが，本号と次号（第34巻第２号）についてはこれまでの編集方針等をそのまま引き継ぐこととし
ています。執筆要項についても旧センター等を新センター等に読み替えて準用しております。
　これまで永く地域研究を掲載する学内紀要として発行を続けてまいりました。今号についても，福島
県や県内の特定地域に関する研究から海外の地域研究まで幅広い論文等を掲載することができました。
依頼原稿である「地域の窓」に関しては本学の学内プロジェクトfoR-Aに採択された研究チームよりご
寄稿をいただきました。改めて著者陣各位に敬意を表するともに，編集事務等関係スタッフ各位に感謝
申し上げます。	 （地域未来デザインセンター　木暮　照正）
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